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お買い求めいただき、ありがとうございました。 

お客様にいつでもお気軽に使っていただくため、 

ジヤノ メが心をこめて作りあげたミシンです。 


はじめてお使いになる方には使いやすく、また、使いなれた方 
にもいろいろな実用ぬいが簡単にできますので、 

十分ご満足いただけると思います。 

ご使用前に、この取扱説明書を十分、お読みください。 

この取扱説明書は、お使いになる方が、いつでも見られる 
ところに保管してください。 


万一、使い方 • 修理などのアフターサービスが必要なときは、 
お買い上げ店にお申しつけください。 


準備 

♦安全にご使用いただくために . 2 

•各部の名まえ . 3 

•標準付属品 . 4 

♦アクセサリーボックス内の付属品 . 4 

♦電源をつなぎましよう . 5 

•速さの調節のし方 . 5 

#はずみ車の回転方向 . 6 

♦布板のあけ方、しめ方 . 6 

♦ルーノ V °_ カノ（一のあけ方、しめ方 . 6 

•糸掛けスタンドの位置決め . 7 

•糸こま押さえ、糸こまネットのつけ方 ..... 7 

♦針のとりかえ方 . 8 

♦押さえのあげ方、さげ方 . 8 

•押さえのはずし方、つけ方 . 9 

•押さえ圧力の調整 . 10 

•ぬい目あらさの調節 . 10 

♦上メスの解除 . 11 

•上メスのもどし方 . 11 

•切り幅の調節 . 11 

♦ふちかがりぬいと巻きぬいの切り替え 

(かがり爪位置の切り替え） . 12 

•糸の通し方 . 13〜19 

★下ノレーノ 糸の通し方 . 14〜15 

★上ルーパー糸の通し方 . 16〜17 

★針糸の通し方 . 18〜19 


目 次 

ふちかがりぬじ T 

•試しぬいをしましょう . 

★ぬい始め 
★ぬい終わり 
★つづけてぬうとき 
★ガイドラインの使い方 
•ぬい始め、ぬい終わりの糸の始末、 

ぬい目のほどき方 . 

•糸調子の出し方 （1 本針3本糸）.. 22〜 
★右針を使うときの糸の通し方 

(かが0幅 3.5 mm ). 

★左針を使うときの糸の通し方 

(かがり幅 5.7 mm ). 

★正しい糸調子 . 

★糸調子の調節のし方 . 

•布に適した糸や針を選ぶ目安 

(ふちかがりぬい） . 

用ぬい1 

•巻きぬい、ピコぬい、 

細□ックぬい . 25〜 

•ふち飾りぬい . 

•ピンタック . 

•フラット□ックぬい . 

•コーナー部の上手なぬい方 . 


i シンの調整と手入れ 


♦切りくずの掃除 . 31 

•送り歯の掃除 . 31 

•電球のとりかえ方 . 32 

♦注油のし方 . 33 

•ミシンの持ち運び方 . 33 

•調子がよくないときの直し方 . 34 


同]売りアタッチメント 

參アタッチメン|覧 . 35〜46 


〇 1322234 6789 0 
2 2222222 22223 


1 
























































•安全にご使用いただくために 


フット コン ト □—ラー の上に物を乗せないでください。 
お客様自身での分解、改造はしないでください。 

ミシンの操作時は 、ルーノ v °_ カバー、布板などのカノ（一類を閉 
じてください。 

ミシンの操作中は、針から目を離さないようにし、針、ルー 
パー、メス、はずみ車、天びんなどすベての動いている部分に 
手を近づけないでください。 

曲がった針はご使用にならないでください。 

ぬし)の途中に布を無理に引っ張ったり、押したりしないでくだ 
さい。針が押さえにあたり、けがの原因になります。 


一般家庭用交流電源1 00 V でご使用ください。 

以下のような時は、電源スイッチを切り、電源プラグを抜い 
てください。 

_ミシンのそばを離れるとき 
_ミシンを使用したあと 
-ミシン使用中に停電したとき 


A 注意 感電、火災、けがの原因となります。 


A \ 告感電、火災の恐れがあります。 


7. お子様がご使用になるときや、お子様の近くでご使用されるとき 
は、特に安全に注意してください。 

8. 以下のことをするときは、電源スイッチを切ってください。 

•針、針板、押さえ、アタッチメント、メスを交換するとき 
• 金十糸、ル_パ_糸をセットするとき 

-電球を交換するとき（電球が冷えてから行ってください） 

-取扱説明書に S 己薩のあるお手入れを行うとき 

9. ミシン、フットコント□—ラーに以下の異常があるときは、速やか 
に使用を停止し、お買い上げの販売店にて点検、修理、調整をお受 
けください。 

• 正常に作動しないとき 
-落下などにより破損したとき 
-水に濡れたとき 

•電源コード、プラグ類が破損、劣化したとき 
-異常な臭い、音がするとき 

10. 電源プラグを取扱うときには、以下の点に注意してください。 

-コンセントから電源プラグを抜くときは、必ず電源プラグを 
持って抜いてください。 

-濡れた手で使用しないでください。 


ご使用前に、この取扱説明書を十分、お読みください。 

この取扱説明書はお使いになる方が、いつでも見られるところに保管してください。 
このミシンを、安全にご使用していただくために、以下のことがらを守ってください。 
このミシンは、日本国内向け家庭用です 。 FOR USE IN JAPAN ONLY . 
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•各部の名まえ 



上メス 
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• 標準付属品 


突起部 


ダストボックス 



切り欠き部 

ルーパーカバー 


ルー; v °- カノ く一の切り欠き部にダストボックスの突起部を差し込み、 
布くず受けとして使用します。 

#アクセサリーボックス内の付属品 




アクセサリーボックス 


ミシンをお使いにならないとき、アクセサリーボックスはダ 
ストボックスに収納できます。 




ドライバー（大) 
ドライバー（小) 


ピンセット 糸こまネット 


針ケース 
HA -1 SP #1 1 
HA -1 SP #14 



糸こま押さ又 ルーパー糸通し 


ブラシ 
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• 電源をつなぎましょう 


• 速さの調節のし方 


コンセン 



電源スイッチ 


△警告 


電源は、一般家庭用交流電源100 V でご使用 
ください。 

ミシンを使わないときは、必ず電源スイッチ 
を切り、電源プラグをコンセントから抜いて 
ください。感電、火災の原因になります。 
電源プラグは定期的に抜いて乾いた布で拭き、 
ほこりなどを取り除いてください。 

ほこりなどが付着していると湿気などにより、 
絶縁不良となり火災の原因になります。 


①電源スイッチを 「 OFF 」 にして、プラグをプラグ受けに 
さしこみます。 


② 電源プラグをコンセントにさしこみます。 

③ スイッチを 「0 N 」 にします。 



フツトコント□— ラー 


V_/ 


ミシンの速さは、フットコント□—ラーで調節 
します。 

※フットコント□—ラーは、深く踏み込むと、 
速くなります。 


A 注意 

フットコント□—ラーの上に、物を置かないで 
ください。 


A 注意 

電源プラグやプラグを抜くときは、コードをひっぱらないでく 
ださい。 
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•はずみ車の回転方向 



※はずみ車は、手前にまわします。 


•布板のあけ方、しめ方 



A 注意 

電源スイッチを切ってから行なってください。 
けがの原因になります。 


★あけ方 

左へ押してあけます。 

★しめ方 

右へ押してしめます。 


#ルーパーカバーのあけ方、しめ方 



★あけ方 

右いっぱいに寄せながら、手前にひきます。 


★しめ方 

持ちあげて軽く向こう側へ押すと自動的に 
との位置にもどります。 
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•糸掛けスタンドの位置決め 



① 糸掛けスタンドをいっぱいまに伸ばします。 

② 糸掛けが糸立て棒の真上にくるように、糸掛けスタ 
ンドを回転させて、ストッパーで位置を決めます。 


•糸こま押さえ、糸こまネットのつけ方 



このミシンはこま巻き糸と、チーズ巻き糸が使用できます。 

* こま巻き糸は、糸巻きの糸止めみぞのあるほうを上にして、糸こま押さ 
えをはめてください。 

* 化繊糸などの巻きがくずれやすい糸を使用するときは、付属の糸こま 
ネットを下からかぶせてご使用ください。 
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•針のとりかえ方 



①針をあげ、とりかえようとしている針の方 
の針止めねじをゆるめて、針をはずします。 


右側の針をつけるとき左側の針をつけるとき 


ピン 




右側の 
針止めねじ 



針の平らな面を向こう側へ向けてさしこみます 

I® _ 


② 右側の針をつけるとき 

針止めの右側の穴に、針の平らな面を向こう側 
に向けて、奥いっぱいにピンにあたるまでさし 
こみ、右側の針止めねじをかたくしめます。 
左側の針をつけるとき 
針止めの左側の穴に、針の平らな面を向こう 
側に向けて、奥いっぱい I こ針棒の切り込みに 
あたるまでさしこみ、かたくしめます。 


•押さえのあげ方、さげ方 



押さえ上げをあげさげして、押さえをあげたり 
さげたりします。 

★一般に、糸を通しなおすとき以外は、押さえ 
をさげたままにして使用します。 

★押さえをあげても、糸調子はゆるみません。 


XXX 



* 使用しない針側の針止めねじは、はずれない 
ようにかるくしめておきます。 


A 汪意 

全体にまがった針や、針先のまがったりつぶれた針は、 
使用しないでください。 
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•押さえのはずし方、つけ方 


★はずし方 



① 針をあげ、押さえ上げをあげます。 

② 押さえホルダーのレバーを押して、押さえをはずします。 


A 注意 

電源スイツチを切ってから行なってください。 
けがの原因になります。 


★つけ方 



押さえのピンを押さえホルダーのみぞの真下において、押さえ上 
げをさげれば自動的にセツトされます。 

* 押さえ上げをあげ、押さえが確実についていることを確認して 
ください。 


A 注意 

電源スイツチを切ってから行なってください。 
けがの原因になります。 
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•押さえ圧力の調節 



このミシンは、通常、押さえ圧を調節する必要 
はありませんが、極うすもの、極厚もののとき 
押さえ圧調節ねじで調節してください。 

•極うすもののときは、圧力を弱くします。 

-極厚もののときは、圧力を強くします。 

* ぬい終わったら、押さえ圧調節ねじは標準位 
置にもどしておいてください。 

押さえ圧調節ねじの標準位置は、面板側の真 
横から見て、ミシンの上面からおよそ 2 mm 
位高い位置です。 
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•ぬい目あらさの調節 



送り調節ダイヤルをまわして、目盛を指示線に 
セットします。 

* ぬい目のあらさは、最小1 mm から最大 5 mm 
まで調節できます。 

* 送り調節ダイヤルの目盛り 「 R 」 は、卷きぬい 
および細ロックぬいをするときのぬい目のあ 
らさ （1.3 mm 〜 1.7 mm ) です。 











•上メスの解除 



A 注意 


電源スイッチを切ってから行なってください。 
けがの原因になります。 _ 

① ルーノ K — 力) (—と布板をひらきます。 

② 上メスつまみを右いっぱいに押しながら、手 
前に回してストッバーピンを上メスの穴に入 
れます。 

③ ルーノ くーカノ（一と布板をしめます。 



とどかない場合 下メスを右へ 


•上メスのもどし方 



②上メスつまみを右へいっぱいに押しながら、 
向こう側に回してストツバーピンを上メスの 
下側の溝に入れます。 


③ルーノ '(一力 J と布板をしめます。 


(巳）布端が余りすぎて 
シワになる場合 



•切り幅の調節 



A 注意 

電源スイツチを切ってから行なってくださし、 
けがの原因になります。 


① ルーノ v °_ カノ（一と布板をひらきます。 

② 上メスを解除します。 

③ ㈧ 布端がぬい目にとどかない場合、 

切り幅調節ダイヤ)レを手前側へまわして下メ 
スを 右へ移動します。 

⑻布ふちが余りすぎてシワになる場合、切り 
幅調節ダイヤルを向こう側へまわして下メス 
を左へ移動します。 

④ 上メスをもどし、ルーノてーカノ（一と布板をしめます。 
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_ ふちかがりぬいと巻きぬいの切り替え(かがり爪位置の切り替え) 



《普通のふちかがり縫い》 

% 


《巻き縫い》 


下メスつまみ 


かがり爪 
切り替えつまみ 



かがり爪 




かがり爪 


かがり爪つまみ R 側 


® S_ 

15=3 


/かがり爪つまみ 


ノ . ^ . 

A 注意 

メス 

電源スイツチを切ってから行なってください。 
けがの原因になります。 


① ルーノ（ーカノ（一と布板をひらきます。 

② 上メスを解除します。 

③ 下メスつまみを右いっぱいに押しながら、かがり爪切り替えつまみを 
普通のふちかがりぬいの時は 「 S 」 側へ、 

巻きぬいの時は 「 R 」 側へ移動します。 

④ 下メスつまみは手をゆっくりはなせば、もとにもどります。 


⑤上メスをもどし、ルーパーカバーと布板をしめます。 
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擊糸の通し方 


△ 注意 


電源スイツチを切ってから行なってください。 
けがの原因になります。 


糸掛け 


上 ルーパー 糸 


下 ルーパー 糸 




* 糸道案内図は、ルーノくーカノ（一の内側にあります。 


このミシンは、あらかじめ糸がセツトしてありますが、糸替えをするときは次のようにしてくださ 
し)。 

1 . 糸掛けスタンドの糸掛けに通してから糸をつないでください。 

2. 押さえ上げをあげ、結び目を押さえの下から向こう側へ出るまで引き出します。 

3. ただし、針糸は、針の手前にたるみを作ってから引き出します。（針のまがり防止）結び目は、 
針穴の手前で止め、結び目を切ってから針穴に通します。 

4. ぬい始める前に、押さえの下で各糸をはらって、針糸が針板の下にないことを確認してから、押 
さえの後ろへ1 Ocm ほど各糸を引き出します。 

5. 押さえをおろしてから、ぬい始めます。 

* 糸替えをしたときや、切れた糸を通し直したときは、次のようにしてぬい始めることもできます。 

1. はずみ車を手前にまわして針を最上部にあげておき、上ル_パ_糸の糸端を 
上ルーパーの先端から押さえ上に1 0 cm ほど出します。 

2. 下ルーノ V ° —糸の糸端を糸穴から1 0 cm ほど弓|き出して、下にさげておきます。 

3. 針糸が針板の下にないことを 
確認してから、押さえの下か 
ら後ろへ 10 cm ほど引き出し 
よ3 〇 

4. 押さえをおろしてから、ぬい 
始めます。 



上 ルーパー 糸 



針糸 


''下 ルーパー 糸 
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★下ルーパー糸の通し方 
A 注意 

電源スイツチを切つてから行なつ 
てください。 

けがの原因になります。 



* 緑色マークの糸道を通してください。 
* ルーノてーカノ (一と 布板をひらきます。 
* 糸道案内図は、ルーノ て一力 j (一の 
内側にあります。 


糸掛け 



① 


①糸こまから糸を引き出して、 
前の糸掛けにかけます。 
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通します。 す。 


④ 右手で糸を押さえ、左手で糸端 
をつまんで、下ルーパー糸調子 
器の下側にまわした糸を、図の 
ように引き上げて、糸調子皿の 
間に入れます。 

⑤ 下ルーパー糸案内 （1) にかけま 
す。 


糸 



糸調子皿 
(両側） 


* 糸は必ず糸調子皿の間に確実に入 
れてください。 
























































⑥ 下ルーパー糸案内 （2) にかけます。 

⑦ はずみ車をまわして、 ルーノ V °_ 天びん（下）を 
かけやすい位置にしてから糸を通します。 


⑧下ルーパー糸案内 （3) に糸を通します。 


A 注意 

電源スイツチを切ってから行なってくださし、 
けがの原因になります。 



⑨ はずみ車を回して、下ルーパーを最右点にし 
て下ルーパー糸案内 （3) を持ち上げると、下 
ルーパ糸案内（4)、 （5) が上方に現れます 

⑩ 下ルーパー糸案内 （4) , (5) に糸をかけます。 

* 糸の先端を持って、はずみ車を手前に回す 
と、下ルーパー糸案内（3)、（4)、 （5) は、 
もとの位置に自動復帰します。 



⑪はずみ車をまわして、下ルーパーを最右点に 
して、下ルーパー糸穴に糸を通します。 


* この際、針糸が下ル_ノ V ° —にを捕捉されたま 
まで糸通しをしないで、針糸を一度外して下 
ルーノて一糸を先に通してください。 

⑩糸端は、押さえの下から向こう側へ1 Ocm ほ 
ど引き出しておきます。布板をしめます。 


〈ウーリーナイロン糸やポリエステル糸の通し方〉 



下ルーノ（一の穴に通しにくいウーリ_ナイロン糸やポリエステル糸などは、上図の方法で通します。 
* 上ルーパーの場合にも、同じ方法で糸通しをしてください。 
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★上ルーパー糸の通し方 



* 糸道案内図は、ルーパーカパーの内 
側にあります。 
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② 


②糸案内板の右から2番目の2つ 
の穴に通します。 



③ 右手で糸を押さえて、左手で糸 
の先端を引き、上ルーパー糸調 
子器の糸調子皿の間に入れます。 

④ 上ルーパー糸案内 （1) にかけま 
す。 


糸 



糸調子皿 
(両側） 


* 糸は必ず糸調子皿の間に確実に入 
れてください。 



















































⑤ 上ルーパー糸案内 （2) にかけます。 

⑥ はずみ車をまわしてルーパー天びん（上）を 
かけやすい位置にしてから、糸をかけます。 



⑦ 上ルーパー糸案内 （3) にかけます。 

⑧ ル _ パー糸通しを上ル _ パーの穴に通して、 
糸通しの先端に糸ループをひっかけて弓 I きも 
どします。 

ルーパー糸通しをはずし、糸端を押さえの下 
から向こう側へ1 Ocm ほど引き出しておき 
よ3 〇 




下 J レーノ V 。一糸上ノレーパー 



* 上ルーパー糸を通すときは、上 ルー パーから 
下ルーパー糸をはずして上ルーパー糸を通し 
ます。 


A 注意 

電源スイツチを切ってから行なってくださし、 
けがの原因になります。 
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★針糸の通し方 





* オレンジ色マークの糸道を通してください。 
* 糸道案内図は、ルーパーカバーの内側にあり 
ます。 



①糸こまから引き出した糸を、左から2番目の②糸を糸案内板の左の2つの穴に通します。 
糸掛けにかけます。 


A 注意 

電源スイツチを切ってから行なってください。 
けがの原因になります。 


18 

















































/• N 



\ _ 

③右手で糸を押さえ、左手で糸の端を引いて、 
針糸調子器の糸調子皿の間に入れます。 



④はずみ車をまわして針を最上部にあげ、糸を 
針糸案内（右）にかけます。 



⑦針棒糸掛けにかけます。 


⑤天びん糸掛けにかけます。 ⑧針穴に糸を手前から向こう側に通します。糸 

は、押さえの下から向こう側へ1 Ocm ほど引 
き出しておきます。 



糸調子皿 
(両側） 

* 糸は必ず糸調子皿の間に確実に入 
れてください。 


A 注意 

電源スイツチを切ってから行なってくださし、 
けがの原因になります。 
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_ 試しぬいをしましよう 


★ぬい始め 



①押さえ上げをさげます。 


②各糸を押さえの下から向こう側 
に引きそろえて、ゆっくりぬい 
はじめ、5〜 6 cm 、 カラぬいを 


★ぬい終わり 



①布端までぬいおわったら、その 
ままミシンを低速で、約12〜 
13 cm 、 カラぬいをします。 


します。 

カラぬいした糸のからみぐあい 
を確かめてから、布をセツトし 
てぬいはじめます（押さえをあ 
げる必要はありません)。 

布は自動的に送られますから、 
手は、ぬいたいと思う方向に布 
を導くだけにしてください。 


〈糸調子の出し方〉 

① 針糸、上ルーパー糸、下ルーパー糸の各糸調子器は、目 
盛「3」を基準にして試しぬいをします。 

② 糸調子のバランスがとれていないときには、22〜24 
ページを参照して正しく調節してください。 
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★つづけてぬうとき 



ラぬいをした糸を糸切りか、は 
さみで切ります。 


★ガイドラインの使い方 




押さえ上げをあげずに、つぎの布 
地を押さえの下に差し込むように 
してぬいます。 


* 厚い布をぬうときは、押さえ上 
げをあげ、布地を上メスの手前 
まで差し入れ、押さえ上げをさ 
げてぬいます。 


ルーパーカバーの 上部には、針落ち 
からの距離を示すガイドラインを用 
意してあります。 

切り落としの目安としてお使いく 
ださい。 

3本ある刻み線の中央は針落ちか 
ら1 5 mm で実線が右針、点線が左 
針からの距離を表しています。 



























•ぬい始め、ぬい終わりの糸の始末•ぬい目のほどき方 



★ぬい始め 



ぬい始め、ぬい終わりの糸をそのままにしておくとほつれて 
しまいます。ぬい始め、ぬい終わりの糸の始末には色々な方 
法がありますので、お好みの方法をお選びください。 

(1) 5 cm 位のカラぬい糸をほどき、その糸を使って布端で 
結び目を作る方法。 

(2) カラぬい糸をトジ針でぬい目の中に入れる方法。 

(3) 布端のカラぬい糸の根元に手芸用ボンドを少し付け乾 
燥してから余分な糸を切り落とす方法。 

(4) □ックミシンで始末する方法。 

★ぬい始め 

① カラぬい糸を 5 cm 位出しておきます。 

② 布地を入れ、2〜3針だけぬいます。 

③ ミシンを止め、押さえをあげます。 

④ カラぬし)糸は左から押さえの下に入れ、軽く手前に弓 I き 
ながら、押さえを下げ、布といっしょにぬい込みます。 

⑤ 余分なカラぬい糸はメスにかかるようにします。 
★ぬい終わり 

① 布地の終わりの所でミシンを止めます。 

② 針と押さえをあげ、布地をかがり爪からはずして裏返 
します。かがり幅に合わせて針を落とし、押さえをさ 
げます。 


★ぬい終わり 


③今までぬった所がメスに当たらないように2〜 3 cm 
ぬいながら横方向に布地をはずします。 



★ぬい目のほどき方 



上 ルーノ V ° —糸のすべてを市販のリツノ く一などで布地を痛めな 
いように切断しますと、簡単にぬい目がほどけます。 
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擊糸調子の出し方 （1 本針3本糸) 


★右針を使うときの糸の通し方 

(かがり幅 3.5 mm ) 


★左針を使うときの糸の通し方 

(かがり幅 5.7 mm ) 



使用しない針側の針止めねじは、ゆるんではずれないように軽くしめておきます。 


22 


★正しい糸調子 



* 1本針3本糸での糸調子は 
右針を使用のときは 3-3-3 が基準ですが、左 
針を使用のときは1目盛あげて 4-3-3 を基準 
にしてください。 

















































































































★糸調子の調節のし方 

* 針糸、上ルーパー糸、下ルーパー糸の3つの糸調子器は、目盛「3」を基準に試しぬいをして正しく調節してください。 





* 最初に針糸から調節してください。 
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籲布に適した糸や針を選ぶ目安（ふちかがりぬい) 


布の種類 

糸 

@ 

/ 

I- 

3P 

でャ 

3i 

h\ 

1A-A- 

]即 

リレ 

\ 

/ 

かがり爪切替 
えつまみの 
セット位置 

N 

糸調子の目安 

5 すい布 

オーガンジー、ジョー 
ゼツト、□—ン、ク 
レープ デシン、裏地 

化繊糸 

#80-100 

HA-1SP 

#11 

2.0 〜 3.0mm 

s 一 q 

(2) J 

R 

s 側 

3 つの糸調子器は、 

右針のとき、 3-3-3 
左針のとき、 4-3-3 
を基準に試しぬい 
をして正しく調節 
してください。 

普通の布 

木綿地、リンネル、 
サテン 

化繊糸 

#60-100 

HA-1SP 

#11 〜 14 

2.5 〜 3.5mm 

厚い布 

ツイード、コート地、 
デニム、ドスキン 

化繊糸 
# 50 〜 60 

HA-1SP 

#14 

3 .〇〜 3.5mm 

ニット地 

メリヤス、編地 

化繊糸 
#60-90 
ウ -U- ナイロン糸 
(ルーパー糸用） 

HAx 1SP 
# 11 〜 14 

2.5 〜 3.5mm 
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•巻きぬい、ピコぬい、細□ックぬい(応用ぬい) 


〈実用例〉 




卷きぬい 

ピコぬい 

細□ックぬい 

送り調節 
ダイヤル 

■ 

R 

二 

) R 

■ 

4 

• 

3 

二 

3〜4 

■ 

R 

: 

震 

R 

使用針 

右針 HA -1 SP #1 1(左側の針は、はずしてください） 

かがり爪 

切替えつまみの 
セツト位置 

V 


〇 

S 一 

R ^ 

_ …則 


0 

S 一 

^=彐 

R 側 


0 

S 一 

3 =彐 

R 側 
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★布と糸の種類と糸調子の目安 

糸調子の目安は、布地の種類や糸の太さ、種類によって多少の調節を必要とすることがありますので、ぬい目を見ながら各糸調子器で調節してください。 



巻きぬい 

ピコぬい 


細ロックぬい 


\ 


針糸（右） 


化繊糸 

#80〜 

100 






上ルーパー糸 
下ルーパー糸 

ウーリ—ナイ□ン糸 

化繊糸 #60-100 

ウーリ—ナイロン糸 












うすい布 

オーガンジー 
クレープデジン 
□-ン 

ジョーゼット 

糸調子の目安 


へ 

針糸調子器 

パ-© 
\糸調子器 

下ル-パ-(^) 

糸調子器\ 7 y 



A 

針糸調子器 

■パ—© 

\ 糸調子器 

卩レ-パ-(^) 

糸調子器 XzJ 


針糸調子器 

r2-,-o 

\糸調子器 

下ル-パ- 
糸調子器 



正しい糸調子 



1 


上手に仕上げるには 

V 

ぬい始めは、カラぬいした糸を指 
で少し向こう側へ弓1きぎみにして 
ぬうときれいに仕上がります。 

布を軽く向こう側へ弓1きながらぬ 
うと、きれいに仕上がります。 

糸調子の調節のし方は、普通のふ 
ちかがりぬいと同じです 
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擊ふち飾りぬい 


《実用例》 



* 糸調子の目安は、布地の種類や糸の太さ、 
種類によって多少の調節を必要とすること 
があります。ぬい目を見ながらそれぞれの 
糸調子器で調節してください。 


♦ミシンのセット 


布 

使用糸 

普通の布 

厚い布 

針糸（右、左） 

化繊糸#60〜80 

上 ルーパー 糸 

飾り糸、極細毛糸 

下ルーパー糸 

化繊糸# 60〜100 
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擊ピンタック 

《実用例》 

ピンタック 

/ 

* 糸調子の目安は、布地の種類や糸の太 
さ、種類によって多少の調節を必要とす 
ることがあります。ぬい目を見ながらそ 
れそれの糸調子器で調節してください。 


♦ ミシンのセット 


布 

使用糸 

うすい布 

ニット地 

針糸（右針） 

化繊糸#60〜80 

上 ルーパー 糸 
下 ルーパー 糸 

化繊糸 #60-100 




ぬい方 



左側の針をはずしてください。 （3 本糸でぬいます。) 
上 メスを解除します。 

折り山がガイドラインにそうようにしてぬいます。 



布をひらいて、アイロンで山を片側に倒します。 
上 メスをもとにもどします。 




























































•フラツト□ツクぬい 

《実用例》 



♦ミシンのセツト 




普通の布 

ニット地 

針糸 

化繊糸# 60〜100 

上 ルーパー 糸 

飾り糸 

下 ルーパー 糸 

化繊糸# 60〜100 
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① 左または右針を使用します。 

② 上メスを解除します。 

③ 電源スイッチを入れます。 

④ 糸調子は、1本針3本糸ふちかがりぬいの糸調子に合わせ、試しぬ 
いをします。 

上ルーノ〈一の糸調子は弱くし、下ルーノく一の糸調子は強めにします。 
上ル_パ_糸、下ルーパ_糸、針糸が全部布の縁にそろつよつに、 
針糸調子を弱くします。 

下ル_ノ V ° —糸は布端で直線になります。 



⑥ぬい目が布からはみだすようにセツトします。 

ぬい終わったら、布を広げ裏からアイロンで仕上げます。 
※オプションの布ガイドを使うときれいに仕上がります。 
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•コーナー部の上手なぬい方 



① 四すみのうち、ぬい始め部をのぞく角を図のよう 
に切りしろ線にそって約 3 cm 切り落とします。 

② ぬい始め部から次の角までぬい終わったとき、ミ 
シンを停止し、針と押さえをあげ、ゆっくりと布 
をまわして切りしろ線に上メスを当てるように 
セツトします。 

③ 押さえをさげます。 

④ コーナー部でぬい目が重なるようにぬいを続け 
ます。 


《内角のとぎ》 




一旦停止し、切りしろ線を直線上に 
そろえ、ぬいを続ける 
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① あらかじめコーナー部に切り込みを入れます。 

② コーナー部に向かってぬい進み、切り込みの約 
3 cm 手前でミシンを一旦とめます。 

③ 次にぬわれる切りしろ線を直線上にそろえ押さえ 
の下側へ送り込みます。 

④ そのままぬい進みますと内角のぬいがきれいに仕 
上がります。 







































•切りくずの掃除 





A 注意 

電源スイッチを切ってから行なってください。 
けがの原因になります。 

ルーパーカバーを ひらき、切りくずをブラシで 
取り除きます。 


* ブラシで掃除しにくい切りくずや、ほこりは、 


•送り歯の掃除 



② 針と押さえをはずします。 

③ 針板しめねじをゆるめ、針板をはずします。 

電気掃除機で吸い取ってください。 



④ 送り歯のごみを、ブラシで落とします。 

⑤ 針板、押さえ、針をとりつけ、ルーノ〈ーカバー 
と布板をしめます。 
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_ 電球のとりかえ方 



①しめねじをゆるめ、面板をはずします。 



② 電球をはずすとき……左にまわします。 
電球をつけるとき……右にまわします。 

③ 電球をとりかえおわつたら、面板をとりつ 
けます。 


A 注意 

電球をとりかえるときは、電球が冷えていることを確認してください。 
電球を外した状態でミシンを使用しないでください。 

* このミシンの電球は照明用1 00 V — 1 2 W を使用してください。 
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擊注油のし方 



A 注意 

電源スイツチを切ってから行なってください。 
けがの原因になります。 


矢印の箇所に良質のミシン油を1〜2滴注油します。 

注油後、布板とルーパーカバーをしめ、押さえをあげます。 

電源スイッチを入れ、1〜2分ほどミシンを回転させて、よく油をしみこませます。 

一般家庭では1週間に1度、継続して使用するときは、10時間に1回くらい。また、しばらく 
使用しなかったときは、使う前に一通り注油してください。 


•ミシンの持ち運び方 



ミシン本体裏側の上部にくぼみがありますので、 
図のように指をかけますと、持ち運びができま 
す。 
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•調子がよくないときの直し方 

r =m ^ ，、、レノ 


’ 調子がよくない状態 

原 因 

直し方 ' 

布地を送らない。 

① 押さえがあがっている。 

② 送り歯が糸くずでつまっている。 

押さえをおろす。 
30ページ参照 

針が折れる。 

① 針のつけ方がまちがっている。 

② 針がまがっていたり、針先がつぶれている。 

③ 布地を無理に引っぱった。 

8ペ-ジ参照 

8ペ-ジ参照 
ぬう時は軽く引く程度にする。 

糸が切れる。 

① 糸の掛け方がまちがっていたり、糸が必要以外のところにからみついている。 

② 糸調子が強すぎる。 

③ 針のつけ方がまちがっている。 

④ 針がまがっていたり、針先がつぶれている。 

13〜19、22ページ参照 
22〜24、26〜28ぺ-ジ参照 

8ペ-ジ参照 

8ペ-ジ参照 

ぬい目がとぶ。 

① 針のつけ方がまちがっている。 

② 針がまがっていたり、針先がつぶれている。 

③ 糸の掛け方がまちがっていたり、糸が必要以外のところにからみついている。 

8ペ-ジ参照 

8ペ-ジ参照 

13〜19、22ページ参照 

ぬい目の調子が悪い。 

① 糸調子が強すぎるか、弱すぎる。 

② 糸のかけ方がまちがっていたり、糸が必要以外のところにからみついている。 

③ 針と糸が布に対して合っていない。 

④ 糸調子皿に、糸がきちんと入っていない。 

22〜24、26〜28ペ-ジ参照 

13〜19、22ページ参照 
24〜28参照 
14、16、19ペ-ジ参照 

ぬい目がしわになる。 

① 糸調子が強すぎる。 

② 糸のかけ方がまちがっていたり、糸が必要以外のところにからみついている。 

③ 送りの設定がまちがっている。 

④ かがり爪位置がまちがっている。 

22〜24、26〜28ペ-ジ参照 

13〜19、22ぺ-ジ参照 
10、24〜28ペ-ジ参照 

12ぺ-ジ参照 

5シンがまわらない。 

① コンセントにプラグがきちんとさしこまれていない。 

② 電源スイッチが OFF になっている。 

5ペ-ジ参照 
0 N にする。 

縫い目と布のバランス 
がわるい。 

①切り幅の調節が合っていない。 

11ペ-ジ参照 
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別売りアタッチメント 

•アタッチメントー覧 



すそ引き押さえ 
200-236-106 

ズボンやスカートのすそのまつりぬいが 
美しくできます。 

© 

テープ付けセット 
200-237-107 

市販テープを u_ ルに巻き取って、ニット地 
等伸縮性のある布地の肩線や脇ぬいなどの伸 
び止めに使用します。 

③ 

コード付け押さえ (1) 
200-238-108 

飾りコード付け、フィッシュライン（テグス） 
付けによる波立てフ U ル等に使用します。 

④ 

コード付け押さえ (2) 
200-239-109 

広幅卷きぬい（芯入れ）でテーブルク□ス等 
の縁取りに、またニット地に毛糸等を一緒に 
ぬうと伸び止めの効果がでます。 

© 

ビーズ付け押さえ 
200-240-103 

市販ビーズによる衣服のビーズ飾りぬい等に 
使用します。使用ビーズ径は1〜 4mm です。 

⑥ 

ゴムテープ付け 
アタッチメント 
200-242-105 

衣服のすそ等のゴムテープ付けが簡単にでき 
ます。市販のゴムテープ 3.5 〜 8mm 幅のも 
のが使用できます。 

⑦ 

布ガイド 

200-243-106 

フラットロック、ピンタックぬい等へ多様に 
使用できます。布のガイドや布の切り代のガ 
イドに使用します。 


パイピング押さえ 3mm 用 
200-244-107 

パイピング（バイヤステープ）材による補強 
や飾りぬい。 

サイズは 3mm (1/8”） 用と、 5mm (3/16") 
用を別々に用意しています。 

パイピング押さえ 5mm 用 
200-245-108 
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① すそ引き押さえの使い方 




1) 標準押さえを外し、すそ引き押さえを取付けます。 (P.9 参照) 

2) ミシンのセツト 


3) 

4) 

5) 

6 ) 


通常のふちかがりぬいと同じですが、針は右針を使用します。 （P.8 参照） 

布地を1図のように折り、アイロンを軽くかけておきます。 

試しぬいを行ない、針が布の折り山をわずかにさすように調節ねじを回して布ガイドの位置を決めます。 
折り山を布ガイドにそわせて針が折り山から外れないようにぬいます。 

布を開いて裏側からアイロンをかけてください。 



針糸 

上 ルーパー 糸 

下 ルーパー 糸 

糸調子ダイヤル 
の目安 
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3 




セット 

送りダイヤル 

3 〜 4 

布切りメス 

使用する 

かがり爪 
切り替えつまみ 

S 側 
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ミ）テープ付けセツトの使い方 



に卷取り、ニツト地などの伸縮性のある 
布地で肩線や脇線部分をぬうときに伸び 
止めテープのぬい付けに使用します。 


2) テープ U —ルを付属の取付けねじ （M4 
x10) で面板と一緒に固定します。 


に差し込み、テープ端を保持しながらつまみを 
回してテープを卷取ります。 

4) ミシンにセツトされている押さえを外し、テー 
プ付け押さえを取付け、押さえを上げておきます。 
(P.9 参照） 

5) テープをテープガイド穴に通してからテープ付け 
押さえのテープ入れ溝に右から入れて押さえの後 
方に少し出しておきます。 

6) 布を押さえの下に差し込み押さえを下げます。 



7) テープのタルミをリールのつまみを 
軽く回してとります。 

8) ゆっくりとぬい始めます。 

* ミシンのセツトは押さえを交換する 
以外、「1本針3本糸ふちかがりぬ 
し)」と同じです。 

テープの素材が柔らかすぎて安定性 
が悪いときは図のようにテープ 
を軽く指で案内してください。 


* 
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③ コード付け押さえ （1) の使い方 


佣途》 





-飾り付け 

•フィッシュライン付けによるラッフル（波立て）フリル等 

1) ミシンにセットされている標準押さえを外します。 （P.9 参照） 

2) コー ド付け押さえの コー ド案内部分に コー ドを通した上で、押さえをミシンに 
取付けます。この時コードの先は押さえの後方に出しておきます。 

3) ミシンのセット：右針を使用します。 （P.8 参照） 

4) 布を上メスの手前まで差し込み、コードが針先の右側になるように両手で案内 
しながらぬいます。 



ぬい上がり 
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-飾りコード付け 



針糸 

上 ルーパー 糸 

下 ルーパー 糸 

糸調子ダイヤル 
の目安 

3 


3 


3 


_ラッフルフリル 



針糸 

上 ルーパー 糸 

下 ルーパー 糸 

糸調子ダイヤル 
の目安 


4 



3 



7 




セツ ト 

飾り付けコード 

ラッフルフリル 

送りダイヤル 

2 〜 4 

R 

布切りメス 

使用する 

かがり爪 
切り替えつまみ 

S 側 

R 側 














































④コード付け押さえ （2) の使い方 



1) 広幅卷きぬい（芯入り) 


•テーブルク□ス等のふちどりに芯を入れることで立体感のあるふちかがりに仕上がります。 
1) 標準押さえを外し、コード付け押さえを取付けます。 （P.9 参照） 



4) 押さえを上げてコード案内とコード溝にコードを通し、押さえの後方に出しておきます。 

5) 布をコードの上から差し込み上メスの手前まで入れて、押さえを下げ、コードをつつむように 
ぬいます。 

この時、コードが指示線の真下を通る様にして、ゆっくりとぬいます。 



針糸 

上 ルーパー 糸 

下ルーパー糸 

糸調子ダイヤル 
の目安 

0 
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セット 

送りダイヤル 

R 

布切りメス 

使用する 

かがり爪 
切り替えつまみ 

R 側 
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2. コード付け（共ぬい） 

1) 標準押さえを外し、コード付け押さえを取付けます。 （P.9 参照） 

2) ミシンのセツト：通常のふちかがりぬいと同じですが、針は右針を使用します。 

3) 押さえを上げてコード案内とコード溝にコードを通し、押さえの後方に出しておきます。 

4) 布をコードの下から差し込み上メスの手前まで入れて、押さえを下げます。 

この時、コードに針がささるようにして、ゆっくりとぬいます。 



《右針を使用》 

-飾りコード付け 

-巻きぬいによる 
コード付けにも 
応用できます。 




針糸 

上 ルーパー 糸 

下 ルーパー 糸 

糸調子ダイヤル 
の目安 

区 



3 



3 



セット 

送りダイヤル 

3 〜 4 

布切りメス 

使用する 

かがり爪 
切り替えつまみ 
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ビーズ付けセツトの使い方 



1. ミシンの準備及び、アタッチメントの取付け 



1) 左針を使用します。 

2) 標準押さえをビーズ付け押さえに交換してください。 （ P .9 参照) 

3) 布板とルーパーカバーを開きます。 

4) 上メスを解除状態にします。 （ P . l 1参照） 

5) かがり爪位置を R にします。 （ P . 12参照） 

6) 取付けねじをゆるめ、ビーズガイドを左に寄せて取付けます。 

7) 取付けねじを締めます。 

8) 布板とル _ パ _ カバ ー■ を閉じます。 
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2. ビーズ付けぬい：使用ビーズ径は直径2〜 4 mm です。 




1) 押さえを上げて、ビーズを押さえの向こう側に出してから押さえを下げてビーズを2〜3針ぬって 
仮止めしておきます。 

2) 再び押さえを上げて、布の表地を表側に二つ折にした布を針落ち付近まで差し込みます。 

3) 押さえを下げて、ぬい込みます。 

(注） 

※二つ折にした布の端面から1〜1 .5 mm にぬい上がるように、ビーズガイドの左右方向の位置を 
取付けねじで調整します。 

(注）※ビーズ自体に重さがあり、布がつられ状態になり易いので手前側のビーズを軽く手で持ちぎ 
みにしてビーズを送り込むと、きれいに仕上がります。 

※ビーズの1個が送りピッチに合うように、送りを調節してください。 


3.ミシンの セツ ト：ビーズ付けぬいの 糸 調子の目安 


4. その他の利用 

太ひも飾り、コーデングにも利用できます。 



針糸 

上 ルーパー 糸 

下 ルーパー 糸 

糸調子ダイヤル 
の目安 




3 


7 



セット 

送りダイヤル 

2 〜 4 

布切りメス 

使用しない 

かがり爪 
切り替えつまみ 

R 側 
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ゴムテープ付けアタッチメントの使い方 


つまみねじ 




1. ゴムテープ付けアタッチメントの取付け 



1) 布板を開きます。 

2) 取付けねじをゆるめ、ゴムテープ付けアタッチメントを取付 
けます。 

取付けの標準位置は、スナップを左方向へ倒しゴムテープ台 
を開き、針板の刻み線と支え板の刻み線を一致させた位置で 
取付板のねじを締めた位置です。 

この状態では、メスでゴムテープを切り落とすことはありま 
せん。 

3) 布板を締めます。 

(注）ゴムテープ付けを取付けるとルーノ く一力 J (一が開きません。 
ルーノ V°- カノ（一を開ける必要が生じた場合はアタッチメント 
を取り外してから作業を行なつてください。 
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2 .ゴムテープのセツト：ゴムテープの幅は 3.5 〜 8mm まで可能です。 





1 ) スナップを左方向へ倒し、ゴムテープ台を右方向へ起こして 
ください。 

2) ゴムテープはゴムテープ台の切欠部へ入る様におきます。 
(目安として支え板の刻み線とゴムテープの右端を一致させ 
ます。） 

(ゴムテープは 5cm 程度弓|き出して押さえの下におきます。） 

3) ゴムテープ台とスナップを元にもどします。 

ゴムテープの幅に合わせて、スライド板でテープを右寄せに 
調節します。 

4) つまみねじを右に回すとゴムの収縮が増大します。 

つまみねじを左に回すとゴムの収縮が減少します。 

5) ゴムテープの右端と、ぬい目の右端の相対位置の調節は、取 
付け板の左右調節が可能です。 


3.ぬい：布はゴムテープの下のになる様にして押さえの下へ入れて、ゴムテープと一緒に 


ぬい込みます。 

つまみねじの加減で収縮の違いが生じることを試しぬいで体得する事がきれいな 
仕上がりを得る秘訣です。 

4.ミシンのセツト：ミシンの糸調子は通常のふちかがりと同じ位を目安にしてください。 



針糸 
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下 ルーパー 糸 
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7 ) 布ガイドの使い方 




1. 布ガイドの取付け 

1) 布板を開きます。 

2) 取付けねじをゆるめ、取付板を右から差し込み、左側いっぱいに寄せてから取付けねじを 
締めます。 

3) 布ガイドの高さは調整ねじをゆるめ、針板の上面に置くように取付けます。 

4) 布板を閉じます。 

5) ガイド部は用途に応じてスライドさせ、位置を合わせます。 


2.使用用途：布ガイドは色々なぬいに対して幅広く使用できるアタッチメントの一つです。 

ガイド部または刻み線を針板上の刻み線に合わせて使用すると便利です。 

1) メスを使用しない場合（解除の方法は P.l 1参照） 

• かがり幅を一定の幅にガイドしてぬう作業です。 

•用途飾り糸でのフラットロックぬいピンタック 

2) メスを使用する場合 

-布の切り落とし幅がある場合など、切り幅を一定に保ちながら、縫製物を長い距離案内することができます。 
-布ガイドには 5mm 間隔で刻み線が入っていますので目安にしてください。 

(注）ルーパーカバーの開閉は、布ガイドのつまみ部を左いっぱいに移動する事で可能です。 
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パイピング押さえの使い方 



* サイズ別に1/8〃 （3 mm ) 用と3/16〃 （5 mm ) 用があり、 
押さえに表示があります。 


1 . ミシンのセツト 

1) 標準押さえをパイピング押さえに交換し 
てください。 （ P .9 参照） 

2) 左針を使用します。 （ P .8 参照） 

3) ミシンの糸調子は通常のふちかがりと同 
じ位を目安にしてください。 

( P .22 〜23参照） 

2. パイピングのぬい方 

1) 針を上方位置にして押さえを上げます。 

2) パイピング材の先端はぬい代部を2〜 3 cm カツトしておきます。 

3) 2枚の布地を中表にして、パイピング材をはさみ込む様にし、先端を布端より3〜 5 cm 出したうえ、布地を上メスの直前まで差し 
込みます。 

4) 押さえを下げて、パイピング材が押さえの裏面のガイド溝にあることを確認窓で確かめてください。 

5) パイピング材がガイド溝から外れないように手で案内しながらぬいます。 



3.よりきれいに仕上げるには 


1) 曲線部分のぬいは緩やかであれば可能ですが、急なカーブはぬい目が外れることかありますので、試しぬいを行なってください。 
また、曲線部のテープ部分には切り込みを入れるときれいに仕上がります。 

2) 厚い布地にパイピングする場合、パイピングコードの際に「しつけ」をかけると上手に出来ます。 

また、薄い布地の場合は手芸用ボンドを用い仮接着すると上手にできます。 
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修理サービスのご案内 

• お買い上げの際、販売店でお渡しする保証書は内容をお確かめのうえ、 
大切に保管してください。 

聲無料修理保証期間内（お買い上げ日より一年間です）およびそれ以降 
の修理につきましても、お買い上げの販売店が承リますのでお申し付 
けください。 

修理用部品の保有期間 

• 当社は動力伝達機能部品、および縫製機能部品を原則としてお買い上 
げ日から数えて8年間を基準として保有し、必要に応じて販売店に供 
給できる体制を整えています。 

無料修理保証期間経過後の修理サービス 

籲使用説明書に従って、正しいご使用とお手入れがなされていれば、無 
料修理保証期間を経過したあとでも、修理用部品の保有期間内はお買 
い上げの販売店が有料で修理サービスをします。 

ただし、次のような場合は修理できないときがあります。 

① 保存上の不備または誤使用により不調、故障または損傷したとき。 

② 浸水、冠水、火災など、天災、地変により不調、故障または損傷したとき。 

③ お買い上げ後の移動または輸送によって不調、故障または損傷した 
とぎ。 

④ お買い上げ店、または当社の指定した販売店以外で修理、分解、ま 
たは改造したために不調、故障または損傷したとき。 

⑤ 職業用等過度なご使用により不調、故障または損傷したとき。 

• 長期間にわたってご使用された場合の精度の劣化は、修理してももと 
通りにならないことがあります。 


争有料修理サービスの場合の費用必要部品代、交通費、およびお買い上 
げ店が別に定める技術料の合計になります。 


お客様の相談窓口 

修理サービスにつし、てのお問し洽わせやご不審のある場合は下記にお申し 
つけください。 

蛇の目ミシンエ業株式会社 

〒1 93-0941 東京都八王子市狭間町1463番地 

TEL . お客様相談室0120—026—557 (フリーダイヤル） 

042 -661-2600 

受付平日 9: 00〜12: 00 13: 00〜17 : 00 

(土 •日•祝日 • 年末年始を除く） 

ホームページ http :// www . janome . co.jp 

メールでのお問い合わせ customer @ gm . janome . co.jp 

《仕様》 

サイズ：幅 287 mmx 奥行き 268 mmx 高さ 267 mm 

重量 ： 7.3 kg 

ぬい速度：毎分1350回転 

使用針：家庭用 HA X 1 SP 針、11番 • 14番 

ぬい目のあらさ：1〜 5 mm 

かがり幅： 3.5 mm - 5.7 mm (3 本糸) 

電圧:1 00 V 50/60 HZ 
消費電力： 105 W (ランプ 12 W ) 




786-800-016 ① 


